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ヒト胚の発育変化を経時的に記録し、胚の分割様式に基づき、形態良好胚盤胞への発育

が予測できること(Hashimoto 2012)、着床能の高い胚を選択できること(Meseguer 2011)が明

らかにされた。これらの結果は受精後 3 日目において胚盤胞と同等の着床能を持つ胚選択

が可能となることを示した。一方で、従来の胚評価基準の再考が求められるような観察結

果も得られた。一つは第一卵割で分割した胚の 25%で観察された 1 細胞から 3 割球以上に

分割する異常分割胚であり、もう一つは正常に細胞質が二分割した割球に複数の核が存在

する多核胚が多数観察されたことである。そして、多核胚はしばしば形態良好胚に発育し

た。 

前述の課題に対し受精卵ライブセルイメージングにより直接的な回答が提示された 

(Hashimoto, 2016)。最初に分割胚の 25%で観察された異常分割胚のすべてが多核割球を有し

ていることが判明した。この結果から、インキュベータから取り出し顕微鏡下で観察する

という従来の方法で観察された多核胚の低発生ならびに染色体異常の原因が第一卵割の異

常分割胚にあることが示唆された。次に第一卵割で正常な細胞質分裂を経た後、多核を形

成した多核胚の形態良好胚盤胞発生率は多核を形成しなかった場合と同等であり、胚盤胞

の染色体異常にも影響は認められなかった。また、胚盤胞に発育した 2核、微小核、3個以

上の核のいずれの多核割球においても、細胞内のすべての染色体が参加する二極性紡錘体

の形成が確認され、二つの娘細胞に分配されていた。 

授精から前核膜崩壊までの時間を臨床データで解析したところ、第一卵割で異常な細胞

質分裂を起こした胚では 25.6時間と第一卵割で正常な細胞質分裂を起こした胚の 22.6時間

に比べ遅延していた。一方で、第一卵割で正常な細胞質分裂を起こした後に多核が観察さ

れた胚では 22.6 時間と観察されなかった場合と差はなかった。正常分割胚の第一卵割から

第二卵割までの時間は 12～15時間であることから、従来の受精後 2日目の定時観察の場合、

正常な胚は第二卵割を終了しており、従来法で観察される 2 細胞期の多核胚は発育停止ま

たは遅延胚であり、そのこともまた多核胚が低発育能で、染色体異常を起こすと信じられ

た理由の一つと考えられた。 

光学顕微鏡による経時的連続観察により多核胚であることが確認された胚の受精後 3 日

目 1個胚移植のデータを解析したところ、着床率は 40%、生児獲得率は 30%となり、2細胞

期で多核が観察されなかった胚と同等であった。多核形成が認められた胚から誕生した児

の出生時体重は 3,062 g、在胎日数は 278日、外表奇形の認められた割合は 0%、アプガース

コア 9.2と異常は観察されなかった。 



多核割球の形成には様々な機構が関与しており、多核割球が存在しても正常な発育経過

をたどった胚であれば、その後も正常に発育することから、多核割球の存在は必ずしも移

植候補胚から外す指標になりえないと考えられる。 
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